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県高校総体先行開催の陸上競技は、５月24日(金)から27日(月)の４日間、タッピク県総ひやご
んスタジアムで行われました。25日(土)の女子100Mは今村香保(3年)が12″34で優勝、女子4×100
MRでは下地春音(2年)今村香保(3年)笠井あやか(2年)多嘉山こころ(3年)が49″29で優勝、男子ハ
ンマー投で山城真捺(2年)が47m54で優勝しました。26日(日)には女子棒高跳で内村友菜(3年)が2m
90で優勝、27日(月)の女子200Mで今村(3年)が25″74で優勝し、100M、4×100MRに続き３冠を達成
しました。
その他の成績では、男子は100Mで小賦琉太郎(2年)が２位、4×100MRで３位、走幅跳で兼本広士

郎(2年)が２位、三段跳で同じく兼本(2年)が３位に入賞しました。女子は100MHで金城優芽(3年)
が２位、400MHで笠井あやか(2年)が３位、4×400MRで３位、三段跳で多嘉山こころ(3年)が２位に
入賞しました。各種目で６位までに入賞した選手は６月13日(木)から宮崎県で開催される南九州
高校陸上競技大会へ出場します。また、南九州大会(インターハイ予選)で各種目６位以内に入る
と全国への切符を掴みます。皆さんの活躍を応援しています。


